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1.はじめに 

 地盤の平板載荷試験は，原地盤に剛な載荷板を介

して荷重を与え，この荷重の大きさと載荷板の沈下

との関係からある深さまでの地盤の変形や強さなど

の支持力特性を調べる試験である．ただ，荷重を与

えるために重機や実荷重分の重さを使用するため，

広いスペース・時間・コストなどが問題になってく

る． 
本報では平板載荷試験が簡単に行えるように，人

力で移動・設置・回収ができる荷重を与える簡易反

力装置を作製し，野外試験の結果を用いて引抜き抵

抗理論値の検討、引抜き抵抗試験実測値との比較を

してこの装置の実用化を目指すことを目標としてい

る． 
簡易反力装置は地中で抵抗翼を広げて固定するこ

とにより引抜き抵抗力を発現させるものである． 
 抵抗翼を広げる方法としてネジを使用したものと

ワイヤーを使用したものがあり，ネジの場合，砂が

噛んでしまうと動かなくなる可能性があり，ワイヤ

ーの場合は固定することや繰り返し使用することが

できなくなる欠点がある．そこで，今回は油圧ジャ

ッキを使用し改善する． 
2.簡易反力装置 

 作製する簡易反力装

置の概要はハンドオー

ガーによって掘削した

穴に反力装置を入れ，外

側パイプの上端を地表

面に置き，装置の内側・

外側のパイプ間隔を広

げることで抵抗翼を広

げ引抜き抵抗力を増す．

（図－１） 
 装置は，内側のパイプ

上部に鉄板を取り付け，油圧ジャッキを 2 台両側に
使用し，その鉄板を両側から引き上げることより，

抵抗翼を広げる機構になっている．  
抵抗翼の種類を以下の 3 種類用意し，取替えがで
きるようにした． 
抵抗翼Ａタイプ:長さ L＝300 幅＝50 
抵抗翼Ｂタイプ:長さ L＝390 幅＝50 
抵抗翼Ｃタイプ:長さ L＝300 幅＝75  単位：mm 
また，引抜き抵抗試験をする際の地盤深さは，簡

易反力装置が定長なので 1 点(1.4ｍ付近)しか計測で
きない．そこで，足場パイプを組み立てその上で引

抜き抵抗試験をし，試験をする地盤深さを変えられ

るようにした． 
3.引抜き抵抗試験 
 引抜き抵抗試験とは，簡易反力装置をボーリング

孔に入れ抵抗翼を広げる．その後，抵抗翼を広げた

ままの簡易反力装置を引き抜き，装置が浮き上がる

までの反力を測定する試験である． 
 今回，引抜き抵抗試験を行った地盤は砂質地盤(千
葉工業大学飯岡研修センター)，関東ローム地盤(千葉
工業大学千種寮)の２つである．各地盤の土質特性に
ついては，表－１に示す． 
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試験は，抵抗翼の種類(Ａ・Ｂ・Ｃ)・試
(20ｃｍ・15ｃｍ)・試験をする深さ(1.4
えて行った．結果の一部を引抜き抵抗

せて表－２に示す． 

表－1 各地盤の土質特性 

砂質地盤
(飯岡研修センター)

関東ローム地盤
(千種寮)

) 16.941 11.859

23.82 20.39

9.58 19.47
図－1 反力装置概略図
150
 ＴＥＬ047-475-2111 



抵抗翼 Bについては，試験の際に破損してしまっ
たので実測値は求められなかった．砂質地盤では 1
ｍまで硬質塩ビ管でケーシングしたが，壁面が崩れ

てしまい，値が安定しなかった. 
4. 引抜き抵抗理論値の算定方法 
 従来，反力である引抜き抵抗力を算定する方法と

して建築学会の「鉄塔構造計算基準」や電気学会の

「送電用鉄塔設計標準(JEC-127)」があり 1)，いずれ

もアースコーン法に基づいている．その他にもアー

スプレッシャー法，せん断法，フレーリッヒ・メイ

ヤー法など様々な方法が提案されてきた．その中で

本研究に応用できそうな算定方法として地盤工学会

基準に定められている 2)「アンカー体周面の摩擦抵

抗」と「アンカー体拡大部分上端の支圧抵抗」の和

から極限引抜き力(Ｔug)を算定する方法に準じて計
算を試みた．(式 1) 
Ｔug＝摩擦抵抗に関する表面積×τ 

＋支圧面積×ｑ (1) 
 摩擦抵抗に関する表面積と支圧面積については図

－２に示す． 
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図－2 実測値・理論値の結果(一部) 

 
5.結果・考察 
 今回，作製した簡易反力装置の目標は，平板載荷

試験の際に，1本当たりの目標である 2.0tfには及ば
なかった．反力を高く得るためには，簡易反力装置

と同程度のボーリング孔であること，抵抗翼を大き

くすることが必要になってくる．ただ，その改良し

た簡易反力装置が反力に耐えられなければならない．
ADFE×2＋DCGF 
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この式(1)から求めた理
20cm，試験深さ 1.4m
関東ロームの理論値には

3をかけている．ただ，
ので土被りや粘着力など

られる． 

図－２ 摩擦抵抗に関す
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